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令
和
８
年
度
定
時
総
会
開
催

去
る
、
６
月
２０
日（
土
）岡
崎
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
お
い
て
令

和
８
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参

加
人
数
７
５
１
名
（
書
面
評
決
含

む
。）総会

は
、
中
塚
孝
理
事
の
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
加
藤
会
長
の
挨
拶
に

続
い
て
顕
彰
に
移
り

岡
崎
市
長
表
彰

模
範
会
員
３
名

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

模
範
会
員
２
名

シ
ル
バ
ー
会
長
表
彰

模
範
会
員
４４
名

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

併
せ
て
、
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
審
査

結
果
と
各
賞
の
表
彰
も
同
時
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
の
市
長
、
市
議
会
議
長
の
祝
辞

後
、
加
藤
会
長
か
ら
指
名
を
受
け
た
加

藤
副
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
令
和
７

年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
１
号
・
第
２

号
）
と
令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見

込
み
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
事
務
局

が
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
事
に
入
り

（
第
１
号
議
案
）
令
和
７
年
度
事
業
報

告
の
承
認

（
第
２
号
議
案
）
令
和
７
年
度
決
算
の

承
認
・
監
査
報
告

（
第
３
号
議
案
）
理
事
の
選
任

（
第
４
号
議
案
）
監
事
の
選
任

の
各
議
案
が
審
議
さ
れ
、
何
れ
も
原
案

ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、
石
川
安
子

理
事
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し

た
。令

和
７
年
度
事
業
報
告
の
概
要

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
が
進
む

中
、
会
員
情
報
提
供
ツ
ー
ル
「S

m
ile

to
S
m
ile

」
に
は
８５
％
弱
の
会
員
が
登

録
さ
れ
、
事
業
運
営
の
効
率
化
が
進
み

ま
し
た
。

一
方
で
、
物
価
上
昇
な
ど
社
会
経
済

状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
２０
年
間
続

い
た
岡
崎
市
花
園
高
齢
者
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
が
令
和
７
年

度
末
で
終
了
し
、
公
共
事
業
の
発
注
も

予
算
縮
小
の
影
響
で
減
少
傾
向
と
な

り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
環
境
に
置
か
れ
ま
し
た
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代

以
前
の
層
で
健
康
上
の
理
由
に
よ
る
退

会
が
増
え
、
さ
ら
に
支
所
廃
止
も
影
響

し
、
２５
年
前
の
水
準
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。事

業
実
績
で
は
、
請
負
契
約
金
額
が

前
年
度
比
３
・
４
％
減
の
５
０
４
’
２

２
９
千
円
、
派
遣
契
約
金
額
が
１２
％
減

の
５
５
’
０
２
２
千
円
と
な
り
、
合
計

で
も
前
年
度
比
４
・
３
％
減
と
低
調
で

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
公

益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う
契
約
方
法
の

見
直
し
を
令
和
８
年
度
か
ら
施
行
す
る

た
め
準
備
を
進
め
、
公
共
・
民
間
双
方

へ
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

会
員
へ
の
説
明
は
紙
面
の
制
約
も
あ

り
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
も
丁
寧
な
対
応
を
続
け
、
会
員
拡

充
と
事
業
実
績
向
上
を
目
指
し
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
実
施
計
画
に

基
づ
く
取
組
に
つ
い
て

⑴
進
化
す
る
シ
ル
バ
ー
事
業
環
境
へ
の

対
応
策
の
推
進

契
約
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
理

事
会
の
議
決
を
経
て
利
用
規
約
等
を
改

定
し
、
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
関
し
て
は
、
市
の
契
約

担
当
課
や
法
規
部
局
と
協
議
を
重
ね
、

説
明
会
で
質
疑
対
応
を
行
う
な
ど
、
令

和
８
年
度
か
ら
の
新
契
約
方
式
へ
の
円

滑
な
移
行
に
向
け
て
調
整
を
進
め
ま
し

た
。

⑵
会
員
の
増
強
に
向
け
た
取
組
強
化

入
退
会
手
続
規
定
を
整
備
し
、
新
会

員
研
修
会
の
必
須
参
加
を
廃
止
し
て
負

担
軽
減
を
図
り
、
動
画
を
活
用
し
た
分

か
り
や
す
い
説
明
に
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援

フ
ェ
ア
や
県
連
合
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
入
会
案
内
動
画
の
作
成
や

市
役
所
ロ
ビ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
動
画
放
映
、

郵
便
局
窓
口
で
の
広
告
封
筒
配
置
な

ど
、
多
方
面
で
周
知
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

第 １２８ 号 令和８年７月２０日 〔2〕シルバーだよりおかざき



⑶
事
業
実
績
向
上
に
向
け
た
取
組
強
化

民
間
企
業
の
新
規
受
注
に
向
け
て
情

報
収
集
と
関
係
構
築
を
進
め
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
新
規
業
務
受
注
に

つ
な
げ
ま
し
た
。

事
業
開
拓
委
員
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
業
務
内
容
へ
の
満
足
度
は
高

い
一
方
、
手
続
・
料
金
・
事
務
局
対
応

に
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
引
き
続
き
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

⑷
安
全
就
業
の
徹
底
と
質
的
強
化

除
草
作
業
で
は
飛
石
防
護
対
策
を
強

化
し
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
無
償
貸
与
で
事

故
削
減
を
図
り
ま
し
た
。
カ
ー
ト
整
理

等
の
会
員
に
は
接
遇
研
修
を
実
施
し
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
派
遣
先

で
の
衛
生
委
員
会
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
２

回
行
い
、
労
働
環
境
の
改
善
と
労
災
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑸
業
務
及
び
事
務
の
改
善
取
組
の
推
進

業
務
見
積
と
契
約
後
の
業
務
実
態
を

検
証
し
、
積
算
方
法
の
統
一
化
を
図
る

と
と
も
に
、
新
契
約
方
法
へ
の
対
応
や

花
園
支
所
業
務
の
引
継
ぎ
に
向
け
た
業

務
改
善
を
進
め
ま
し
た
。

備考
受託事業契約金

派遣事業事務費

花園高齢者生きがいセンター施設管理

国庫補助金、市補助金

介護予防、会費、雑費等

会員への配分金

受託事業の材料費

職員基本給、臨時雇賃金、諸手当等

法定福利費、委託費等

役員報酬、総会、理事会費用等

金額
503,719,063
6,090,132
15,775,653
44,033,000
3,625,759

573,243,607
435,578,459
10,557,887
62,905,117
54,508,208
10,104,203
573,653,874
△ 410,267
800,674
390,407

77,178,778
77,569,185

科目
受託事業収益
労働者派遣事業等受託収益
指定管理委託料収益
受取補助金等
その他

支払配分金
支払材料費等
給料手当等
その他
管理費

一般正味財産増減の部
経常増減の部
経常収益

経常収益計

経常費用

経常費用計
当期経常増減額
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
正味財産期首残高
正味財産期末残高

備考
普通預金、未収金等

退職引当、減価引当、財政資金等

未払金、前受金、預り金

退職給付引当金

金額
83,644,044

60,636,270

144,280,314

43,100,569

23,610,560

66,711,129

77,569,185

144,280,314

科目
流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

資産の部

負債の部

正味財産合計

負債及び正味財産合計

岡崎市長表彰

岡崎市社会福祉協議会長表彰安全スローガン最優秀賞模範会員表彰

正味財産増減計算書（簡易版）
令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで （単位：円）

貸借対照表（簡易版）
令和８年３月３１日現在 （単位：円）
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多くの方にご参加いただき
誠にありがとうございます。
多くの方にご参加いただき
誠にありがとうございます。

全
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

令
和
８
年
６
月
４
日（
木
）、
岡
崎
市

民
病
院
に
て
全
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
は
４
月
２７
日（
月
）に
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
延
期
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
開
催
当
日
は
台
風

６
号
の
接
近
に
よ
り
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
無
事
に
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
５０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
正
面
駐
車
場
周
辺
を
中
心
に
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
付
終
了

後
、
参
加
者
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
６
時
２０
分
よ
り
敷
地
内
の
ゴ
ミ

拾
い
や
草
刈
り
を
開
始
し
、
約
４０
分
間

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
中
は
雨

に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活動の様子

第 １２８ 号 令和８年７月２０日 〔4〕シルバーだよりおかざき



令
和
８
年
度
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

最
優
秀
賞

安
全
は
日
々
の
意
識
の
積
み
重
ね

初
心
忘
れ
ず

安
全
巡
視

西
村

邦
夫

シ
ル
バ
ー
賞

あ
わ
て
る
な
、
ゆ
と
り
の
な
さ
が
事
故
の
も
と

寺
本

清
孝

研
修
安
全
委
員
会
賞

せ
く
な
あ
せ
る
な
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
高
齢
者

青
山

毅
司

う
っ
か
り
が
大
き
な
怪
我
に
な
る
年
か太

田

章
弘

安
全
は
再
確
認
で
事
故
防
止

橋
本

和
夫

急
が
ず
、焦
ら
ず
、無
理
を
せ
ず

安
全
第
一
が
長
続
き

加
藤

嘉
之

お
互
い
に
目
配
り
、気
配
り
、助
け
合
い

み
ん
な
で
築
こ
う
、無
事
故
無
違
反
無
災
害
！

棚
岡

功

縁
ｊ
ｏ
ｙ
委
員
会

５
月
１８
日（
月
）に
縁
ｊ
ｏ
ｙ
委
員
会
に
て

台
拭
き
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。昨

年
、
皆
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
た
タ

オ
ル
を
参
加
さ
れ
た
縁
ｊ
ｏ
ｙ
委
員
を
含
む

１８
名
の
方
が
、
裁
断
・
線
引
き
・
ミ
シ
ン
・

手
縫
い
な
ど
の
各
工
程
に
分
か
れ
て
１
枚
ず

つ
丁
寧
に
作
業
を
進
め
て
い
き
、
１
５
０
枚

を
超
え
る
枚
数
の
台
拭
き
が
完
成
し
ま
し

た
。

参
加
さ
れ
た
男
性
の
方
は
「
ミ
シ
ン
の
作

業
や
手
縫
い
の
上
手
さ
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な

し
だ
っ
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

縫
い
上
げ
ら
れ
た
台
拭
き
は
今
後
、
委
員

会
に
て
寄
付
先
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

〔5〕 令和８年７月２０日 第 １２８ 号シルバーだよりおかざき



日本の近代化の父と言われる
お ぐりこうずけのすけ

小栗上野介（１８２７～１８６８）の紹介
お ぐりこうずけのすけただまさ

令和９年にNHK大河ドラマにて小栗上野介忠順を主人公とした「逆賊の幕臣」が放映される

と発表されました。岡崎にご縁があり、その昔、岡崎城の砦として筒針城が築城され、小栗仁右

衛門吉忠が城主となりました。その小栗家の１２代目に、小栗上野介は江戸で生まれました。成長

されて、江戸幕府の要人となり、日本の近代化を推進された、素晴らしい人物となられました。

にもかかわらず、明治維新の年に、新政府軍によって罪もないまま斬首されてしまいました。

日本の近代化を推進した、素晴らしい人物でありながら「逆賊」との汚名を着せられて、歴史

から抹殺されて「教科書」にも載らず、存在を消されたまま、今日に至っています。

以下に小栗上野介の事績を簡略に紹介します。

１．遣米使節として、アメリカを訪問。（１８６０年）

２．ワシントンに上陸し、パレードをする。

３．ホワイトハウスで、当時の「ブキャナン大統領」に謁見する。

４．ワシントン海軍造船所を見学。（おみやげに「ネジ」をもらう）

５．ニューヨークのブロードウェイをパレードする。

６．帰国後、横須賀製鉄所（造船所）を建設。（１８６４年）

後の富岡製糸場（現世界遺産）の建設にあたり参考になるなど、日本の産業革命の発端と

なる。

蒸気エンジン、歯車、ネジ、パイプ、シャフト、ナイフ、スプーンなどを工場で製作した。

７．兵庫商社を大阪に設立。（株式会社の初めとなる）

８．築地ホテルを町人の資金で設立。

９．「鉄道」「新聞発行」「通信」「ガス灯」等の設置、設立を提案する。

１０．軍制改革陸軍の洋式化を推進、フランス語学校を設立。

出典：村上泰賢 「小栗さま 小栗上野介」

発行：東善寺（２０２４）
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安
全
一
口
メ
モ研

修
安
全
委
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
ち
ら

ひ
と
呼
吸

待
つ
余
裕
に

事
故
は
な
く

石
田

猛

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

何
時
も
と
同
じ
慣
れ
た
作
業
に

油
断
が
生
む

怪
我
に
繋
が
る

危
険
が
見
え
隠
れ

坂
口

嘉
教

事事
務務
局局

入
会
説
明
会
開
催
予
定
日

と

き

令
和
８
年
８
月
１８
日（
火
）

１９
日（
水
）

令
和
８
年
９
月
１５
日（
火
）

１６
日（
水
）

令
和
８
年
１０
月
２０
日（
火
）

２１
日（
水
）

午
前
９
時
００
分
か
ら

と
こ
ろ

美
合
町
五
本
松
６８‐

１２

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り（
紙
面
）に
つ
い
て

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
シ
ル
バ
ー
事

務
局
に
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

職
員
ま
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
会
員
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

会
員
業
務
委
託
料
の
支
払
日
は
、
毎

月
２０
日（
２０
日
が
休
日
の
場
合
は
そ
の

直
前
営
業
日
）
で
す
。

S
m
ile
to
S
m
ile

の
会
員
業
務
委
託

料
明
細
に
つ
い
て
は
支
払
日
よ
り
も
早

く
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
よ
り
、
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
こ

ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
の
確
保
な

ど
、
日
頃
か
ら
の
予
防
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

「
１０
年
ひ
と
昔
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
最
近
つ
く
づ
く
自
分
が
古
く

な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
私
が
会

社
を
定
年
退
職
し
た
年
が
２
０
１
３

年
４
月
、
今
か
ら
１３
年
前
、
当
時
の

日
経
平
均
株
価
が
１
万
３
０
０
０
円

ほ
ど
、
現
在
の
株
価
が
５
万
９
２
３

３
円
（
４
／
３０
現
在
）
何
と
４
・
６

倍
、
同
じ
く
金
の
１
ｇ
単
価
が
約
５

０
０
０
円
、
現
在
の
単
価
が
２
万
６

１
３
６
円
で
実
に
５
・
２
倍
、
あ
の

時
買
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
誰
も

が
考
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
「
そ

う
は
問
屋
が
卸
さ
な
い
」
そ
ん
な
に

上
手
く
い
か
な
い
の
も
人
生
と
思
っ

て
い
ま
す
。

最
近
の
多
く
の
人
の
生
活
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
金
を

持
ち
歩
き
精
算
し
て
い
る
の
は
私
た

ち
夫
婦
と
一
部
の
年
配
者
だ
け
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
食
事
を
し
よ
う
と

店
に
入
れ
ば
注
文
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

変
更
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
テ
ー
ブ
ル

ま
で
届
け
て
く
れ
る
。
携
帯
電
話
は

ス
マ
ホ
に
代
わ
り
新
聞
も
テ
レ
ビ
も

必
要
な
し
、
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ス
マ
ホ
が
教
え
て
く
れ
る
。

こ
れ
か
ら
先
の
日
本
は
ど
ん
な
こ

と
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
、
１０
年

後
は
ど
ん
な
技
術
革
新
が
さ
れ
私
達

を
び
っ
く
り
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ボ

ケ
な
い
で
健
康
で
あ
れ
ば
、
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
や
自
動
運
転
の

ク
ル
マ
に
乗
っ
て
み
た
い
。

（
広
報
委
員

亀
垣

隆
造
）

編

後

�

集

記

数
独
に
挑
戦
‼

４
９

１

２

３

５

１

６

７

２
５

７

７

９

３

８
５

３

９

１

６

２

７

６

１
４

空
い
て
い
る
マ
ス
に
タ
テ
・
ヨ
コ
と

も
に
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
を
埋
め

て
下
さ
い
。
同
じ
数
字
が
重
な
ら
な

い
よ
う
に
埋
め
ま
す
。タ
テ
３
×
ヨ
コ

３
の
囲
ん
だ
マ
ス
も
１
か
ら
９
ま
で

の
数
字
が
入
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

★
少
し
難
問
で
す
が
、
各
自
解
い
て

お
楽
し
み
下
さ
い
。

懸
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
７
９
５
３
６
１
８
４

５
８
１
２
９
４
７
３
６

３
６
４
８
１
７
５
９
２

８
５
６
１
７
２
９
４
３

７
９
３
４
８
５
２
６
１

１
４
２
３
６
９
８
５
７

４
１
７
９
５
３
６
２
８

６
３
５
７
２
８
４
１
９

９
２
８
６
４
１
３
７
５

第１２７号 数 独 解 答
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水墨画「両雄」 岡川 勝司（欠町）

水墨画「僕の友達」 岡川 勝司（欠町）

木版画「菅生祭り」 安藤 建男（保母町）
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